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○職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長       向     貴 代 治 君

  

事 務局書記 助  田  有  二 君

 

○議事日程（第１号） 

  平成22年９月７日  午後１時開議 

 日程第１ 

  会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 

  会期の決定について 

 日程第３ 

  諸般の報告について 

 日程第４ 

  議案第43号 専決処分の承認を求めることについて 

        〔平成22年度内灘町一般会計補正予算（第２号）〕 

  議案第44号 平成22年度内灘町一般会計補正予算（第３号） 

  議案第45号 平成22年度内灘町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

  議案第46号 平成22年度内灘町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

  議案第47号 平成22年度内灘町老人保健特別会計補正予算（第１号） 

  議案第48号 平成22年度内灘町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

  議案第49号 平成22年度内灘町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

  議案第50号 平成22年度内灘町水道事業会計補正予算（第１号） 

  議案第51号 内灘町行政財産使用料等に関する条例の一部を改正する条例について 

  議案第52号 内灘町立図書館協議会に関する条例の一部を改正する条例について 

  議案第53号 内灘町体育施設条例の一部を改正する条例について 

  議案第54号 内灘町火災予防条例の一部を改正する条例について 

  議案第55号 内灘町道路線の認定について 

  認定第１号 平成21年度内灘町一般会計歳入歳出決算認定について 

  認定第２号 平成21年度内灘町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

  認定第３号 平成21年度内灘町新エネルギー事業特別会計歳入歳出決算認定について 

  認定第４号 平成21年度内灘町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

  認定第５号 平成21年度内灘町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 

  認定第６号 平成21年度内灘町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

  認定第７号 平成21年度内灘町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

  認定第８号 平成21年度内灘町水道事業会計決算認定について 

  報告第７号 平成21年度決算に基づく内灘町健全化判断比率等について 

  提案理由の説明 
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   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  次に、監査委員から平成22年５月分、６月

分、７月分の例月出納検査結果の報告があり

ましたので、写しをお手元に配付しておきま

したから、ご了承願います。 

    ○開会・開議 

           午後１時00分開会 

○議長【北川進君】 ただいまの出席議員は

16名であります。よって、会議の定足数に達

しておりますので、これより平成22年第３回

内灘町議会定例会を開会し、直ちに本日の会

議を開きます。 

 次に、さきの定例会において可決した保険

でより良い歯科医療の実現を求める意見書に

つきましては、内閣総理大臣及び関係大臣並

びに関係方面に提出しておきましたので、ご

了承願います。    ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○会議録署名議員の指名  次に、町長から地方公共団体の財政の健全

化に関する法律第３条第１項及び第22条第１

項の規定により、平成21年度決算に基づく内

灘町健全化判断比率等についての提出があり、

報告第７号として議案につづってありますの

で、ご了承願います。 

○議長【北川進君】 日程第１、会議録署名

議員の指名を行います。 

 今期定例会の会議録署名議員は、会議規則

第120条の規定により、議長において、７番

夷藤満さん、８番能村憲治さんを指名いたし

ます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○会期の決定 

○議長【北川進君】 日程第２、会期の決定

についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。今期定例会の会期は、

本日から９月16日までの10日間といたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【北川進君】 ご異議なしと認めます。

よって、会期は本日から９月16日までの10日

間と決定をいたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、

お手元に配付いたしました案のとおりであり

ますので、ご了承願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【北川進君】 日程第３、諸般の報告

を行います。 

 今期定例会に説明のため説明員として出席

するよう地方自治法第121条の規定により要

求いたしましたところ、説明のため出席をし

ている者の職、氏名は、別紙説明員一覧表と

してお手元に配付しておきましたので、ご了

承願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【北川進君】 日程第４、議案第43号

専決処分の承認を求めることについて〔平成

22年度内灘町一般会計補正予算（第２号）〕

から議案第55号内灘町道路線の認定について

まで及び認定第１号平成21年度内灘町一般会

計歳入歳出決算認定についてから認定第８号

平成21年度内灘町水道事業会計決算認定につ

いてまでの21議案を一括して議題といたしま

す。 

 なお、今定例会に提出された議案につきま

しては、お手元に配付してあります議事日程

第１号に記載のとおりでありますので、ご了

承願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○提案理由の説明 

○議長【北川進君】 提出議案に関し、これ

より町長から提案理由の説明を求めます。八

十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 本日ここに、平成

22年第３回内灘町議会定例会を招集いたしま

したところ、議員各位におかれましては、ご

多忙中にもかかわらずご参集を賜り、まこと
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にありがとうございます。 

 本定例会にご審議をお願いいたします議案

の概要についてご説明申し上げ、議員各位並

びに町民の皆様のご理解、ご協力を賜りたい

と存じます。 

 ことしの夏は、梅雨明けとともに真夏日が

続き、さらに猛暑日の続く記録的な暑さとな

りました。まだしばらく残暑が続きますが、

議会並びに町民の皆様には健康に十分留意し

ていただきたいと思います。 

 天候に恵まれ、内灘海水浴場は多くの人出

でにぎわい、コンフォモール内灘の特設会場

では、ポップサーカスが６月26日から開催期

間を１週間延長して８月29日まで開催をされ

ました。期間中の入場者数は９万5,000人を

超え、本町の夏が大いににぎわいを見せ、あ

わせて子供たちに夢と感動を与えていただき

ました。 

 さて、世界じゅうを熱狂させたサッカーワ

ールドカップでは、大会前に期待が低かった

日本代表チームが本大会において日本国じゅ

うを沸かす大活躍を見せてくれました。死力

を尽くした戦いは日本国民にとって大きな励

みとなり、代表選手たちに「感動をありがと

う」と声をかけたい思いであります。 

 一方で、７月に行われました参院選におい

て国民は、政権交代で期待が高かった現政権

に対して厳しい審判を下しました。わずか10

カ月で多くの民意が離れてしまった結果を現

政権は深刻に受けとめなければなりません。 

 今後は、与野党ともに大衆迎合主義的な政

策や言動を改め、税制課題もしっかり議論を

し、持続可能な社会保障制度の全体像を描く

など、日本の将来像を国民に具体的に示すこ

とが求められております。衆参で多数派が異

なるねじれ国会の運営は困難を極めるものと

思いますが、むしろ丁寧な与野党協議で国民

の納得度の高い国政を進めていただきたいと

思います。 

 次に、８月９日から３日間、姉妹都市北海

道羽幌町と姉妹都市提携30周年記念式典に出

席するため、町民代表の皆さん方とともに訪

問してまいりました。 

 遠く明治時代から漁業を通じたえにしによ

って昭和55年に姉妹都市の契りを結び、以来、

教育、文化、産業等幅広い分野にわたり交流

を深めてまいりました。30年前の姉妹都市提

携書の中でうたわれた「先人の築き上げた歴

史的きずなの上に各分野にわたり交流を深め、

両町民の繁栄をもたらす」との言葉を思い起

こし、今後とも両町民が手を携え厳しい時代

を克服して、町民の生活福祉の向上に寄与す

ることを願ってやみません。 

 これから50年、100年の節目に向けて両町

のきずなをさらに深めたいとの思いを新たに

いたしました。 

 去る８月21日に内灘北部地区土地区画整理

組合の総会が開催をされ、年内に事業の竣工

と組合の解散を目指すことが決議をされまし

た。平成８年の組合設立以降、14年間の長い

事業期間と総額約120億円を投じた大型事業

でありました。当初に比べ地価の大幅な下落

や景気後退等によって、組合においては保留

地の販売に大変苦戦をされました。 

 町としましても、事業促進のため、定住奨

励金制度の導入や商業地の取得をいたしまし

た。現在、未処分保留地は３区画であります

が、事業の年内完了のために組合から町での

取得願が出されております。 

 また、あわせて事業の剰余金として町土地

開発公社分も含めて約6,700万円が配分をさ

れ、定住促進奨励金制度の継続と小学校建設

事業費の一部として１億6,100万円が町に寄

託されます。町ではこれを受け、保留地の取

得と定住促進奨励金制度を継続してまいる所

存であります。 

 なお、白帆台地区の定住世帯につきまして

は、本年１月初め214世帯でありましたが、

８月末には267世帯となる急激な増加をして

おります。この勢いを消すことなく、引き続
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き白帆台地区の定住促進を強く進めてまいり

ますので、議会並びに町民の皆様のご理解、

ご協力をお願い申し上げます。 

 次に、町の財政状況についてであります。 

 平成21年度決算が出そろい、各会計の決算

認定を今議会に付するところであります。 

 一般会計及び各特別会計の決算の総額は、

歳入額で約140億2,400万円となり、前年度に

比べ0.9％減少しました。一方、歳出額はほ

ぼ前年並みの約141億900万円となり、歳入歳

出の差し引きで約8,500万円の赤字となりま

した。これは、国民健康保険特別会計におい

て約２億3,000万円の赤字が生じていること

が要因であり、国民健康保険特別会計健全化

のため、早急な対応が必要と考えます。 

 平成21年度決算に基づく健全化判断比率で

は、実質赤字比率及び連結実質赤字比率に収

支赤字が生じておらず、実質公債費比率及び

将来負担比率につきましても早期健全化基準

を大きく下回っております。また、平成20年

度から見てもいずれの数値も好転しており、

健全化判断比率では健全財政であると言えま

す。 

 しかしながら、財政基盤がまだまだ安定し

ているわけではありません。平成21年度は臨

時交付金を活用して多くの事業が実施できま

したが、国の財政状況が非常に厳しい折、地

方財政がどう影響を受けていくのか、安定し

た財源確保ができるのか、国政の動向をしっ

かりと見据えていかなければなりません。 

 また、経済状況の落ち込みから、町民税、

国民健康保険税の未納額が増加しており、今

後もその傾向が見られます。税負担の公平性

や自主財源の確保の面からも、未納額の減少

に一層の努力をしてまいります。 

 今年度の財政状況については、交付税の増

額等によって一般会計の実質単年度収支の黒

字化と財政調整基金の取り崩し額をゼロにす

ることが達成できそうな状況であります。今

後とも、財政規律を緩めることなく行財政改

革を進め、住民の皆様とお約束をした公約の

実現に向け取り組んでいく所存であります。

議会並びに町民の皆様の一層のご理解とご協

力をお願い申し上げます。 

 また、平成21年度決算をもとに、今年度か

ら行政評価に取り組んでおります。これまで

余り行政の現場において評価という言葉は使

われませんでしたが、右肩上がりの経済から

成熟経済社会への移行の中で財源の限界を見

据え、何を優先するのか一つ一つの事業を評

価をし、見直す必要性が高まっています。評

価を通して職員の意識改革を促し、改善点を

見出して町民の皆様の満足度向上につなげて

いくことが大切であります。さらに、外部評

価委員会を設置をし、評価の客観性、透明性

を確保してまいります。 

 次に、東京都内の最高齢の女性が所在不明

になっていることに端を発した高齢者の所在

不明が全国的に問題となっております。本町

では、医療保険や介護保険の利用履歴で高齢

者の所在を確認しており、不明の方はおられ

ません。引き続き、民生委員、地域包括支援

センター、自治会と連携して高齢者の見守り

活動に努めてまいります。 

 また、戸籍上は生存しているが住民票がな

いために所在不明となっている100歳以上の

方が石川県内に2,000人以上おいでるとのこ

とで、本町にも９人の方のお名前が残ってお

ります。戸籍の問題につきましては、今後、

法務局などと相談をして戸籍の削除などの対

応をしてまいります。 

 最後に、宮崎県の東国原知事が８月27日、

家畜伝染病「口蹄疫」終息を宣言しましたが、

９月２日に同じ宮崎県のえびの市で口蹄疫に

似た病状を示している牛が見つかり、新たな

発生の疑いもあるとの報道がされております。

この問題の根深さを実感するとともに、酪農

を抱える当町として、引き続き危機感を持っ

て、予測がつかないこの問題を注視してまい

ります。 
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 それでは、ただいまから提出議案に対する

説明を申し上げます。 

 衛生費関係では、エコエネルギーシステム

設置費補助金について、太陽光発電システム

及びエコキュート、エコジョーズ設置の補助

申請件数の増加から増額補正するものであり

ます。また、11月に食育推進事業の拠点とな

る保健センター調理実習室が完成いたします。

うちなだ食育推進計画の着実な推進を啓発し、

これに伴う費用及び調理用備品等の購入費を

計上しました。 

 議案第43号につきましては、地方自治法第

179条第１項の規定に基づき、平成22年８月

19日専決処分した平成22年度内灘町一般会計

補正予算（第２号）について、議会の承認を

求めるものであります。補正予算の内容は、

９月16日執行予定の石川海区漁業調整委員会

委員補欠選挙に係る執行経費を計上したもの

であります。  商工費関係では、引き続き企業誘致業務継

続のための費用を計上しました。  議案第44号 平成22年度内灘町一般会計補

正予算（第３号）につきましては、歳入歳出

それぞれ5,425万8,000円を追加し、歳入歳出

の総額をそれぞれ81億1,901万1,000円とする

ほか、地方債の追加及び変更をするものであ

ります。 

 土木費関係では、町道補修工事費及び道路

新設改良工事費を計上しました。 

 教育費関係では、自治総合センターのシン

ポジウム助成事業を活用して町民フォーラム

2010実行委員会への補助金を計上しました。

ことしの町民フォーラムは「水辺のエコタウ

ン内灘をデザインする」をテーマに開催しま

す。 

 歳入では、普通交付税が大幅な増額補正と

なり、財政調整基金からの繰入金を減額いた

しました。 

 歳出補正につきましては、議会関係では、

各常任委員会等の先進地視察に係る特別旅費

等を計上いたしました。 

 諸支出金において、北部地区土地区画整理

組合の解散に伴い、未処分の保留地３筆分の

購入費用を計上しました。 

 総務費関係では、定住促進奨励金が８月13

日までに町外からの転入による奨励金の申請

が37件、町内での建てかえによるお祝い金の

申請が16件あり、当初の見込みを超える申請

が確実となることから12月末までの必要額を

計上いたしました。 

 地方債の補正につきましては、まちづくり

交付金事業の内灘南部地区都市再生整備事業

への事業名変更及び臨時財政対策債の限度額

の変更措置を講ずるものであります。 

 以上が一般会計補正予算の概要であります。 

 議案第45号 平成22年度内灘町公共下水道

事業特別会計補正予算（第１号）につきまし

ては、歳入で一般会計繰入金を減額し公共下

水道事業債資本費平準化債を増額するほか、

平成21年度分の決算の確定に伴う所要の補正

であります。 

 民生費関係では、国の地域介護・福祉空間

整備等施設整備交付金を活用して、町内のグ

ループホーム３カ所のスプリンクラー消防設

備設置費の補助金を計上しました。また、県

の保育環境整備事業費補助金を活用して、子

育て支援センター及び向粟崎保育所、北部保

育所において子育て支援の情報提供を行う情

報配受信システムを構築することとしました。

そのほか、すべての公立保育所と子育て支援

センターに、情操教育拡充の一環として絵本

やＤＶＤなどを購入する費用を計上いたしま

した。 

 議案第46号 平成22年度内灘町国民健康保

険特別会計補正予算（第３号）につきまして

は、平成21年度分の決算及び平成22年度事業

の概算額の確定に伴う所要の補正であります。 

 議案第47号 平成22年度内灘町老人保健特

別会計補正予算（第１号）及び議案第48号 

平成22年度内灘町後期高齢者医療特別会計補
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正予算（第１号）につきましては、それぞれ

平成21年度分の決算の確定に伴う所要の補正

であります。 

 議案第49号 平成22年度内灘町介護保険特

別会計補正予算（第１号）につきましては、

高齢者施策事業の拡充を図るため介護予防事

業委託料を計上するほか、平成21年度分の決

算の確定に伴う所要の補正であります。 

 議案第50号 平成22年度内灘町水道事業会

計補正予算（第１号）につきましては、大根

布配水池の耐震補強調査及び緊急遮断弁設置

設計業務委託費を計上するものであります。 

 議案第51号 内灘町行政財産使用料等に関

する条例の一部を改正する条例につきまして

は、保健センター施設内の利用区域変更に伴

う改正であります。 

 議案第52号 内灘町立図書館協議会に関す

る条例の一部を改正する条例につきましては、

図書館法の一部改正に伴い、協議会委員に家

庭教育関係者を加える改正であります。 

 議案第53号 内灘町体育施設条例の一部を

改正する条例につきましては、内灘町総合体

育館に新設されるスタジオの利用料金を設定

するものであります。 

 議案第54号 内灘町火災予防条例の一部を

改正する条例につきましては、燃料電池の実

用化及び商品化への進捗を踏まえ、発電設備

に固体酸化物型燃料電池を加えるなど、関係

法令の一部改正に伴う改正であります。 

 議案第55号 内灘町道路線の認定につきま

しては、県道向粟崎安江町線の横断歩道橋を

新たに町道として認定するものです。 

 次に、認定第１号から認定第８号までの８

件の認定につきましては、平成21年度内灘町

一般会計、特別会計及び水道事業会計の決算

に関する案件でありますが、監査委員の意見

をつけて議会の認定に付するものであります。 

 報告第７号 平成21年度決算に基づく内灘

町健全化判断比率等につきましては、健全化

判断比率及び資金不足比率を算定しましたの

で、監査委員の意見をつけて報告するもので

あります。 

 以上が今回提案いたしました議案の提案理

由並びにその概要であります。何とぞ慎重に

審議をいただき、適切なるご決議を賜ります

ようお願い申し上げ、私の説明を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長【北川進君】 提案理由の説明が終わ

りました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【北川進君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 お諮りいたします。議案調査のため、明８

日は休会にいたしたいと思います。これにご

異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【北川進君】 ご異議なしと認めます。

よって、明８日は休会とすることに決定いた

しました。 

 次回の本会議は９日午前10時から開き、提

出議案に対する質疑、決算特別委員会の設置

及び委員の選任並びに町政に対する一般質問

を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 どうもご苦労さまでございました。 

           午後１時27分散会 


